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ケーススタディとして3つの地域を想定してみました。基礎や外壁として
使われる材料は、その森の土壌、流通する木材によって変化します。たと
えば、私たちが旅をするときに身につけるものを変えていくように、この
建築も骨格はそのままに覆われるものは土地に影響されます。

この植物のように空に伸びていく階段を一番上まで登ると、周りの木々
よりも高いところに辿り着き、樹木の頭が雲海のように足元に広がりま
す。冬、落葉樹林の森では、裸の木々の隙間から夏は見えなかった山の
稜線が見えてきます。

このモジュールが地球全体に広がっていき、人間と森林が共生するため
の一つの方法となっていくことを願っています。
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